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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第112期
第３四半期
連結累計期間

第113期
第３四半期
連結累計期間

第112期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日

自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 (百万円) 167,341 156,737 214,120

経常利益 (百万円) 9,893 4,327 5,835

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 6,308 3,402 20

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 4,749 4,993 △11,810

純資産額 (百万円) 164,275 148,933 147,534

総資産額 (百万円) 270,556 270,085 251,760

１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 320.61 172.88 1.02

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 320.49 172.85 1.02

自己資本比率 (％) 57.60 52.10 55.35
 

　

回次
第112期
第３四半期
連結会計期間

第113期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成27年10月１日
至　平成27年12月31日

自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) 126.32 △15.82
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　当社は、平成28年10月１日を効力発生日として、10株を１株とする株式併合を実施しております。これに伴

い、第112期の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式

調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの財政状態、経営成績及び株価等に影響を及ぼす可能性のある

リスクに重要な変動はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策により、緩やかな回復基調で推移いたしまし

た。しかし中国をはじめとするアジア新興国の景気減速や、米国の大統領選挙後の政策動向に関する懸念など、わ

が国経済を取り巻く環境は、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当第３四半期連結累計期間の売上高は、前第３四半期連結累計期間(167,341百万円)に比べ6.3％減の156,737百万

円となりました。

利益につきましては、原材料・エネルギー価格の下落があったものの、販売価格の値下がりに加え、平成28年１

月８日の当社知多工場爆発事故に起因し、取引先にて発生した物流費等の当社負担額を営業費用に計上したことな

どにより、営業利益は前第３四半期連結累計期間(9,738百万円)に比べ5,238百万円減の4,500百万円、経常利益は前

第３四半期連結累計期間(9,893百万円)に比べ5,566百万円減の4,327百万円となりました。また、親会社株主に帰属

する四半期純利益は前第３四半期連結累計期間(6,308百万円)に比べ2,906百万円減の3,402百万円となりました。

　

なお、セグメントの売上高は、次のようになっております。

　

鋼材

当社グループの主力製品であります。販売価格の値下がりと特殊鋼の販売数量の減少により、当第３四半期連結

累計期間の売上高は71,226百万円(前第３四半期連結累計期間 76,241百万円)と前第３四半期連結累計期間に比べ

6.6％減少しました。

　

鍛造品

自動車用型打鍛造品が主力製品であります。販売価格の値下がりと海外子会社の販売数量の減少により、当第３

四半期連結累計期間の売上高は72,851百万円(前第３四半期連結累計期間 78,384百万円)と前第３四半期連結累計

期間に比べ7.1％減少しました。

　

電磁品

センサ、磁石、電子部品、デンタルの４分野で展開しており、将来の中核事業化を目指しております。当第３四

半期連結累計期間の売上高は10,002百万円(前第３四半期連結累計期間 9,974百万円)と前第３四半期連結累計期

間に比べ0.3％増加しました。

　

その他

子会社によりサービス事業、コンピュータ・ソフト開発等を行っております。当第３四半期連結累計期間の売上

高は2,655百万円(前第３四半期連結累計期間 2,742百万円)と前第３四半期連結累計期間に比べ3.2％減少しまし

た。

　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、2,938百万円であります。なお、当第

３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 47,600,000

計 47,600,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在

発行数(株)
(平成28年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年２月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 19,886,675 19,886,675

東京証券取引所
(市場第一部)
名古屋証券取引所
(市場第一部)

単元株式数
100株

計 19,886,675 19,886,675 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金
残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成28年10月１日 △178,980 19,886 ― 25,016 ― 27,898
 

(注)　平成28年６月22日開催の第112回定時株主総会決議により、同年10月１日をもって、株式の併合（10株を１株に併

合し、発行可能株式総数を４億７千６百万株から４千７百60万株に変更）を実施しております。これに伴い、当

社の発行済株式総数は178,980千株減少し、19,886千株となっております。

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

平成28年６月22日開催の第112回定時株主総会決議により、同年10月１日をもって、株式の併合（10株を１株に併

合し、発行可能株式総数を４億７千６百万株から４千７百60万株に変更）を実施しております。これに伴い、当社

の発行済株式総数は178,980,076株減少し、19,886,675株となっております。また、同年５月16日開催の取締役会決

議により、同年10月１日をもって、当社の単元株式数を1,000株から100株に変更しております。

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成28年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成28年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式  2,045,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 196,553,000 196,553 ―

単元未満株式 普通株式    268,751 ― ―

発行済株式総数 198,866,751 ― ―

総株主の議決権 ― 196,553 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権１個)含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が95株含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成28年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
愛知製鋼(株)

愛知県東海市荒尾町
ワノ割１番地

2,045,000 ― 2,045,000 1.02

計 ― 2,045,000 ― 2,045,000 1.02
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成28年10月１日から平成

28年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、PwCあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、PwCあらた監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成28年７月１日をもってPwCあらた有限責任監査法

人となりました。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

 

 

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 36,740 49,391

  受取手形及び売掛金 38,903 ※１  46,387

  有価証券 154 154

  商品及び製品 6,507 6,731

  仕掛品 17,484 16,735

  原材料及び貯蔵品 8,542 7,847

  未収還付法人税等 427 －

  その他 10,861 6,513

  貸倒引当金 △165 △147

  流動資産合計 119,457 133,613

 固定資産   

  有形固定資産   

   機械装置及び運搬具（純額） ※３  42,539 ※３  43,575

   その他（純額） 47,088 48,659

   有形固定資産合計 89,628 92,234

  無形固定資産 263 237

  投資その他の資産   

   退職給付に係る資産 20,737 20,738

   その他 21,733 23,320

   貸倒引当金 △59 △59

   投資その他の資産合計 42,411 43,999

  固定資産合計 132,303 136,472

 資産合計 251,760 270,085
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 29,453 ※１  25,260

  短期借入金 1,205 1,124

  1年内返済予定の長期借入金 1,718 9,712

  未払法人税等 － 658

  引当金 2,702 161

  その他 17,362 22,000

  流動負債合計 52,442 58,917

 固定負債   

  社債 － 20,000

  長期借入金 34,523 24,794

  引当金 648 564

  退職給付に係る負債 15,079 15,126

  資産除去債務 626 607

  その他 905 1,141

  固定負債合計 51,783 62,234

 負債合計 104,226 121,152

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 25,016 25,016

  資本剰余金 27,954 28,016

  利益剰余金 76,608 77,745

  自己株式 △1,241 △1,227

  株主資本合計 128,338 129,550

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 7,241 8,376

  為替換算調整勘定 2,618 1,752

  退職給付に係る調整累計額 1,146 1,041

  その他の包括利益累計額合計 11,005 11,171

 新株予約権 15 7

 非支配株主持分 8,174 8,204

 純資産合計 147,534 148,933

負債純資産合計 251,760 270,085
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

売上高 167,341 156,737

売上原価 141,140 131,007

売上総利益 26,201 25,729

販売費及び一般管理費 16,462 ※１  21,228

営業利益 9,738 4,500

営業外収益   

 受取利息 60 45

 受取配当金 424 449

 物品売却益 45 15

 デリバティブ評価益 3 －

 為替差益 － 156

 雑収入 371 208

 営業外収益合計 904 875

営業外費用   

 支払利息 292 155

 固定資産処分損 267 691

 為替差損 57 －

 雑損失 131 201

 営業外費用合計 749 1,048

経常利益 9,893 4,327

特別利益   

 投資有価証券売却益 － 804

 特別利益合計 － 804

特別損失   

 厚生年金基金解散損失引当金繰入額 69 －

 特別損失合計 69 －

税金等調整前四半期純利益 9,824 5,131

法人税、住民税及び事業税 2,442 1,549

法人税等調整額 618 △346

法人税等合計 3,060 1,202

四半期純利益 6,763 3,929

非支配株主に帰属する四半期純利益 455 526

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,308 3,402
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

四半期純利益 6,763 3,929

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △376 1,148

 為替換算調整勘定 △1,230 19

 退職給付に係る調整額 △407 △104

 その他の包括利益合計 △2,014 1,064

四半期包括利益 4,749 4,993

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 4,455 4,563

 非支配株主に係る四半期包括利益 294 429
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

（連結子会社の事業年度等に関する事項の変更）

従来、決算日が12月31日であった連結子会社については、同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた

重要な取引について連結上必要な調整を行っておりましたが、アイチ フォージング カンパニー オブ アジア㈱、アイ

チフォージ ユーエスエイ㈱、アイチ ヨーロッパ㈲、アイチ インターナショナル(タイランド)㈱、アイチ フォージン

グ インドネシア㈱、アイチ マグファイン チェコ㈲、愛旺科技股份有限公司及びアイチコリア㈱については、第１四半

期連結会計期間より決算日を３月31日に変更し、上海愛知鍛造有限公司及び愛知磁石科技(平湖)有限公司については、

連結財務諸表のより適正な開示を図るため、第１四半期連結会計期間より連結決算日に本決算に準じた仮決算を行った

財務諸表を使用する方法に変更しております。この変更に伴い、当第３四半期連結累計期間において、平成28年１月１

日から平成28年３月31日までの３ヶ月分の損益について利益剰余金で調整しております。　

 

(追加情報)

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半期連

結会計期間から適用しております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

受取手形 －百万円 113百万円

支払手形 － 213 
 

 

２　受取手形裏書譲渡高は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月31日)

受取手形裏書譲渡高 20百万円 5百万円
 

　

※３　過年度に取得した機械装置及び運搬具のうち、国庫補助金による圧縮記帳額は676百万円であり、連結貸借対照表

計上額はこの圧縮記帳額を控除しております。

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１　当社知多工場爆発事故に係る取引先に対する費用の負担

平成28年１月８日に当社知多工場で発生した爆発事故に関連して、取引先に対する費用の負担について協議して

まいりましたが、取引先と合意に至りましたので、当第３四半期連結累計期間において当社負担額4,808百万円を販

売費及び一般管理費に計上することといたしました。

なお、費用の内容は、当該事故に起因し、取引先にて負担した納期対応のための物流費等の実費であります。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。　

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日)

減価償却費 9,426百万円 8,914百万円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 983 5.0 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金

平成27年10月30日
取締役会

普通株式 983 5.0 平成27年９月30日 平成27年11月26日 利益剰余金
 

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月22日
定時株主総会

普通株式 984 5.0 平成28年３月31日 平成28年６月23日 利益剰余金

平成28年10月28日
取締役会

普通株式 984 5.0 平成28年９月30日 平成28年11月25日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日)

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)鋼材 鍛造品 電磁品 その他 計

売上高        

 (1) 外部顧客に対する
 売上高

76,241 78,384 9,974 2,742 167,341 － 167,341

 (2) セグメント間の
 内部売上高又は振替高

23,587 － － 7,706 31,293 △31,293 －

計 99,828 78,384 9,974 10,448 198,635 △31,293 167,341

セグメント利益 8,909 305 273 268 9,757 △18 9,738
 

(注) １　セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日)

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)鋼材 鍛造品 電磁品 その他 計

売上高        

 (1) 外部顧客に対する
 売上高

71,226 72,851 10,002 2,655 156,737 － 156,737

 (2) セグメント間の
 内部売上高又は振替高

19,757 － － 7,829 27,586 △27,586 －

計 90,983 72,851 10,002 10,485 184,324 △27,586 156,737

セグメント利益 3,271 810 127 342 4,551 △51 4,500
 

(注) １　セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　（当社知多工場爆発事故に係る取引先に対する費用の負担）

平成28年１月８日に当社知多工場で発生した爆発事故に関連して、取引先に対する費用の負担について協議してま

いりましたが、取引先と合意に至りましたので、当第３四半期連結累計期間の鋼材セグメントにおいて当社負担額

4,808百万円を営業費用に計上し、セグメント利益が同額減少しております。

なお、費用の内容は、当該事故に起因し、取引先にて負担した納期対応のための物流費等の実費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、
以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 320円61銭 172円88銭

 (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 6,308 3,402

   普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(百万円)

6,308 3,402

   普通株式の期中平均株式数(千株) 19,675 19,681

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 320円49銭 172円85銭

 (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(百万円) － －

   普通株式増加数(千株) 7 2

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注)　平成28年10月１日を効力発生日として、10株を１株とする株式併合を実施しております。これに伴い、前連結会

計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額を算定しております。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

平成28年10月28日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ)　中間配当による配当金の総額……………………984百万円

(ロ)　１株当たりの金額…………………………………５円

(ハ)　支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成28年11月25日

(注) 平成28年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成29年２月14日

愛知製鋼株式会社

取締役会　御中

　

PwCあらた有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   中嶋　康博　　   印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　氏原　亜由美　　　印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている愛知製鋼株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成28年10月１日から平成

28年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、愛知製鋼株式会社及び連結子会社の平成28年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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